
（別紙３）

～ 2025年　11月　30日

（対象者数）
69 （回答者数） 60

～ 2025年　10月　31日

（対象者数）
7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　

　学校や他事業所、相談員など保護者以外の関係機関と連携

を図り、利用者様１人ひとりの特性や状況に応じた関わり方

や支援方法を検討して支援を行っていく。

　また、行動・言葉・表情に意識を向け、求めていることや

困りごとに対応し、記録をしっかり残すことで、どの指導員

でも引き継ぎ可能な体制を整え、支援の質のさらなる充実を

図っていく。

2

　

　保護者とのコミュニケーションをより深め、話しやすい雰

囲気づくりを意識し、トレーニング体験型の親子参加イベン

トの回数を増やし、保護者がつながるコミュニティの場をつ

くり、学校や園との連携を通じて個々の子どもに応じた支援

方法を検討することで、支援の質と家庭・学校との連携のさ

らなる充実を図っていく。

3

　

　他事業所との情報交換や学校への訪問を通じて多角的な視

点で支援を行う。

　また、座談会の回数や内容を工夫して、つながるコミュニ

ティの場を設ける。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

　

　本部や他事業所での取り組みを参考にしつつ、安城校に

合った方法を模索することが重要だと考える。

　今年度参加した、福祉まつりの活動を継続し、その他の地

域行事への参加も引き続き行う必要がある。

2

　

　駐車場の白線を引き直す、色を付けるなどして駐車位置を

明確にし、公式LINEやインスタで周知をする。

　また、パソコンの台数を増やし、タブレットからも印刷で

きる環境を整え、業務効率の向上を図る工夫をする。

3

　

　サービスの充実を図るためには、スタッフ間のコミュニ

ケーションを密にし、情報共有の方法やローテーションの工

夫を行うことが重要。

　また、利用日数が少ない利用者様や保護者様に対してコ

ミュニケーションをとり、個別の状況に応じた対応を検討す

ることで、より適切で質の高い支援を提供できるよう努め

る。

　

　個別の運動療育で身体の土台作りを行い、楽しみながらや

りたいことをやりきり、自立に向けた支援を行っているこ

と。

　

　指導員と利用者様が1対1で向き合い、その日の気分や体

調、特性に合わせてプログラムを柔軟に調整し、楽しみなが

ら取り組める運動療育を行っている。

　行動・表情・言葉から求めていることを読み取り、個々の

課題や成長に応じた支援を意識して実施するとともに、主体

的な活動の中でSSTを取り入れ、自立に向けた土台づくりを進

めている。

○事業所名 S.I.C.KIDS安城校

○保護者評価実施期間 2025年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025　年　12　月　1　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

　

　保護者様の送迎によって日常的に話しやすい関係を築き、

トレーニングを一緒に見てもらう機会である、子育てサポー

トを確保し、お困りごとの原因を保護者様と共に考えて療育

を進めていること。

　

　学校や家庭での様子、行事やおでかけの話などを日頃から

丁寧に聞き取り、普段の姿を把握することを大切にしてい

る。

　また、保護者様から相談があった際には、お子様の様子を

一緒に見ながら話せるように子育てサポートを提案し、より

具体的な相談ができる環境をつくっている。

　さらに、保護者様からの聞き取りやトレーニング記録をも

とに原因を探り、家族支援や子育てサポートにつながる提案

を行うことを意識して取り組んでいる。

　

　アプリを活用した予約受け付けや、研修を通じ、職員のス

キル向上、チームで個々の特性に合わせたプログラムを作

成・共有する体制に加え、職員増員により利用枠が拡大し、

座談会・親子イベントなど保護者が参加できる機会を設けて

いること。

　

　ご利用の予約については、予約アプリに加えてSNSを活用

して予約や連絡を行い、研修では参加できなかった職員も動

画で研修内容を確認できるようにするなど、情報共有の工夫

を徹底している。

　また、LINE等を活用して利用者様個々の状況を職員間で常

時共有し、利用者様には空き情報のご案内や各種イベントを

周知するとともに、Instagramや公式LINE、チラシ配布など

多様な手段で情報発信を意欲的に取り組んでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　

　地域の子どもや住民との交流、地域連携、地域との関わり

やネットワークづくりに課題がある。

　

　現状は試行錯誤の段階で取り組みが十分に確立しておら

ず、町内会や学校など地域機関との連携が不十分であること

が挙げられる。

　

　駐車場の台数が少なく停めにくいことや、従業員用のパソ

コンが十分に整備されていないことから、施設や業務環境に

おいて改善が必要な課題がある。

　

　駐車場の白線が消えかかって分かりにくいことや、パソコ

ンの台数が不足していることから、プログラム作成や印刷作

業が遅くなるなど業務の効率に影響が出ており、施設や設備

面での制約が課題の要因となっている。

　

　利用者様およびスタッフの増加に伴い、担当職員のロー

テーションで対応する際に特定の利用者様を担当しにくい場

合があり、全員が最近の様子を把握しにくい状況がある。

　また、利用者様の数が増えているにもかかわらず、契約日

数を使い切れていない利用者様も存在するなど、業務運営の

面に課題がある。

　利用者様および、スタッフの増加に伴い、スタッフの休み

のタイミングで担当が偏るなど体制の調整が十分に行き届か

ないことがある。

　また、職員の増員により利用枠が増えたことから、適切な

体制を整える必要があるほか、お休みすることに対する保護

者様の意識が十分でない点も、利用調整の難しさに影響して

いると考えられる。

放課後等デイサービス 事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

S.I.C.KIDS安城校
公表日 2025　年12　月　8　日

利用児童数
69 回収数 60

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 53 5 2

・２組対応の時は十分だと思うが、３組

対応だと、トレーニング内容によると思

う。

・体験する機会があったのでそう思っ

た。

・活動内容や参加人数によりだと思うの

で。

・現状を全て見ていなため。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 59 1

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

56 1 3

・床はフラットになっており適切だっ

た。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
58 1 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
58 1 1

・個別最適なトレーニングができてい

る。

・子どもの様子も伝えてもらえていると

思う。

・とても手厚く支援をしていただき、保

護者のフォローもありがたいです。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
58 2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

59

　

　他事業所

との情報交

換や学校へ

の訪問を通

じて多角的

1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

58 2

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 58 2

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
53 2 5

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
19 7 18 16

・交流はないと思います。

・必要と感じていません。

・特に希望していない。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
60

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
58 2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

59 1

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

・支援室は十分なスペースを確保してい

ると感じていました。教具の配置や、お

子様が活動するスペースを分散するなど

して、ご利用者様が安心して身体を動か

せる環境作りを行っていきます。

・基準人員以上の配置ができています。

・必要に応じて改善していきます。ご意

見やご要望がございましたら遠慮なくお

話しください。

・毎朝、清掃を行い、お子様の入れ替え

時に必ずアルコール消毒をしています。

今後も清潔で心地よく過ごせる環境を提

供していきます。

適

切

な

支

援

の

提

供

・支援計画に沿った、個別の療育を行

い、お子様の気持ちや、やりたいことを

大切にしながら、できた喜びや達成感を

感じてもらえるようにすることを心掛け

て今後も支援をしていきます。

・支援プログラムについてはインター

ネット上に公表しています。ご不明な点

がありましたらお尋ねください。

・保護者様からお話を聞かせていただ

き、サービス等利用計画書を土台として

計画の作成を行っています。また、作成

時には全職員で計画を検討する時間を設

けています。

・移行支援、地域支援・地域連携につい

ては、保護者様の意向、お子様の思いを

大切にして、今後行っていきたいと考え

ています。

・支援計画をもとにプログラムを作成

し、支援を行っています。

・支援計画をもとに、そのときや今後に

向けて何が必要かを検討しながらプログ

ラムを作成しています。

・地域交流について、利用者様の地元の

お祭りを紹介していきたいと考えていま

す。

・S.I.C.KIDSが毎年行っているファミ

フェスは、障がいの有無に関わらず、み

んなで楽しめるイベントとして開催して

います。こういったイベントを利用する

ことにより、ステップアップで地域行事

にも参加ができるようになってほしいと

いう願いがあります。様々なイベントを

紹介し、活動ができたらと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

等

・主にご契約時に説明を行っています。

その他、不明点や質問があった際は、対

応をしていきます。

・計画の作成後、支援計画の目標やねら

いや、支援のポイントを説明していま

す。

・今年は、保護者同士でのつながりを

持っていただけるように座談会の開催、

保護者様にニーズを聞き、セミナーの開

催、親子イベントを行いました。今後も

継続して開催したいと考えています。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
58 1 1

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 55 3 2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 59 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

39 9 1 11

・兄弟向けはないと思います。

・兄弟間のまだ交流経験ありません。

・知らないだけかもしれません。

・保護者の私自身もお話を聞いていただ

き、ありがたいです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

52 2 6

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
59 1

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

54 2 1 3

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 58 2

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

56 1 3

・避難訓練はなされています。他のマ

ニュアルはあるとは思いますが、周知の

記憶がないです。

・すいません、よく理解していなくて。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
58 2

・すいません、よく理解していなくて。

・避難訓練の見通しがなく、子がおびえ

ている。動画や写真等で訓練内容が分か

ると助かる。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
56 4

・すいません、よく理解していなくて。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
48 2 1 9

・幸いそのような状況が発生していな

い。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 59 1

・私（保護者）自身も、子どもを知って

くれる大人が他にできて、安堵していま

す。ありがたいです。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 59 1

・毎回楽しくトレーニングできているよ

うです。

・中学に入り、部活動の参加後も本人が

行きたがるので参加させています。

29 事業所の支援に満足していますか。 60

・保護者様から相談があった際は、子育

てサポートや家族支援を行っています。

相談内容は職員間で共有しています。職

員からも保護者様へ積極的に声を掛け、

情報交換を行っていきます。

・利用者様のお困りごとやニーズに寄り

添いながら支援を行っていきます。

・保護者様が集まる場として座談会を設

けています。同じような内容だけではな

く、様々なイベントを企画し、交流でき

る場作りをしていきます。

・一方、きょうだい同士で交流する機会

はまだ設けられていません。今後、きょ

うだい同士で交流する機会を設けていけ

たらと思います。

・人員が増え、保護者様から相談があっ

た際には、迅速に対応しています。相談

内容は職員間で共有しています。職員か

らも保護者様へ積極的に声を掛け、情報

交換を行っていきます。

・文字だけで分かりづらいときは、絵

カードや写真を用いて行っています。

・支援の中で気になったことや、できご

とを細かく伝え、継続した支援を行って

いきます。

満

足

度

・保護者様の送迎により、安心感をもっ

て通所ができていると感じています。今

後も送迎の際にお話をする機会を設け

て、密にコミュニケーションを図ってい

きます。

・今後も行くのが楽しみだな、行きたい

なと思ってもらえるような活動や支援を

行っていきます。

・お子様の成長を共に共感しながらご満

足していただけるように、今後も支援を

していきます。

・公式LINEやインスタグラム等のSNSで

発信しています。

・評価結果は、S.I.C.KIDSホームページ

に掲載しています。活動概要については

詳細を口頭でお伝えしていますが、もっ

と分かりやすく伝えられるように、SNS

等を活用していきます。

・鍵付きの書庫に保管し、十分注意して

います。鍵のかけ忘れがないかを確認し

てから退勤します。

非

常

時

等

の

対

応

・各マニュアルを策定し、マニュアルに

応じた動きを想定した訓練を行っていま

す。

・マニュアルは、待合室の靴箱の上に常

時設置しています。

・業務継続計画を策定し、避難訓練や防

災訓練、引き渡し訓練を行っています。

また、安全対策訓練や感染症対策訓練を

行っています。

・実際にどのように避難訓練を行うの

か、スタッフで実演をしたものを配信す

るなどの工夫をしていきたいと思いま

す。

・訓練を実施する際には、事前に詳細を

配信しております。

・お子様が安全に活動ができるように、

支援中は声を掛け合い、最善の注意を

払っています。

・事故やケガをした際には、その時の状

況や処置方法、改善策等をしっかり説明

しています。なぜ起こってしまったのか

を報告書にまとめ、同じことが起こらな

いように検証しています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

・支援終了後に、指導員から支援内容や

お子様の様子等を保護者様にお伝えし、

保護者様からはご家庭や学校等での様子

をお聞きし、情報交換をしています。

伺った内容は職員間で共有しています。

・子どもの状況を伝える際は、分かりや

すくお伝えできるように常に改善をして

いきます。



（別紙５）

S.I.C.KIDS安城校
公表日 　　　　2025　年　12　月　8　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 〇
・活動内容や人数に応じて、ご利用者様が安全に

活動できるように、配慮しています。

・教具の配置や、お子様が活動するスペース

を分散するなどして、ご利用者様が安心して

身体を動かせる環境作りを行っていきます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
〇

・基準＋加配の配置をして個別支援を提供し

ています。

・保育士、児童指導員を適切に配置していま

す。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

〇

・移動範囲に障害物がないようにしていま

す。お子様にも分かりやすいように表示を行

い、必要に応じて設備を整えています。

・施設内に一部段差がありバリアフリー化され

ていない箇所はありますが、視覚的なアプローチ

や、環境上の配慮を可能な限り行っています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。
〇

・毎日清掃を必ず行い、週1回消毒を行ってい

ます。利用されるご利用者様に合わせて、教

具等の配置を変えるようにしています。

・常に清潔な空間になるように、清掃や消毒

をこれからも行っていきます。お子様の特性

に合わせた環境作りを心掛けていきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
〇

・活動に合わせて個別に使用することができ

るようにしています。

・お子様の特性やその日の気分に応じた場所

を提供していきます。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
〇

・業務改善に必要な職員会議や、毎日の朝

礼、終礼により、全職員への情報共有を行っ

ています。

・業務改善の提案や設定、振り返りの情報共

有を全員で行い、コミュニケーションをしっ

かりと図っていきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
〇

・年に１回ご利用者様からの評価をしていた

だく機会を設けています。ご利用者様からの

評価、意見をもとにより良い事業所を目指し

て、業務の改善に努めていきます。

・結果をもとに業務の改善に努めていきま

す。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。
〇

　

　他事業所との情報交換や学校への訪問を通

じて多角的な視点で支援を行う。

　また、座談会の回数や内容を工夫して、つ

ながるコミュニティの場を設ける。

・今後も引き続き体制を整えていきます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
〇

・第三者評価は実施していません。 ・第三者評価は実施していません。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
〇

・社内研修に参加しています。これからも職

員の質の向上に努めてまいります。

・できる限り参加できるように今後も取り組

んでいきます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 〇

・放課後等デイサービス計画に沿って、支援

プログラムを作成しています。ご利用者様に

は支援中や支援後に内容をお伝えしていま

す。

・今後も適切に行っていきます。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

〇

・利用前や年ごとにアセスメント、半年ごと

にモニタリングを行い、お子様の課題を職員

間で検討した上で個別支援計画を作成してい

ます。

・今後も適切に行っていきます。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

〇

・目標や支援内容について共通理解を図りな

がら作成しています。

・今後も職員参画のもと検討を行っていきま

す。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。
〇

・職員全員で計画内容を共有し、計画に沿っ

た支援を行っています。

・今後も適切に行っていきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

〇

・日常チェックシート、目のチェック、原始

反射の残存チェックをアセスメントツールと

し、モニタリングを行う都度、行っていま

す。また、これ以外にお子様の家庭等での状

況を伺うためのアセスメントを行っていま

す。

・アセスメントをモニタリングと一体的に

行っていきます。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

事業所における自己評価結果公表



16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

〇

・放課後等デイサービスガイドラインに沿っ

て個別支援計画を作成しています。

・移行支援、地域支援・地域連携について

は、保護者様の意向、お子様の思いを大切に

していきます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇
・作成者と職員で支援会議を行い、支援プロ

グラムを作成しています。

・様々な体験を積み重ね、将来必要となる力

を養えるようにプログラムを考えていきま

す。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇

・支援経過記録を作成し、過去の内容を確認

した上で活動プログラムを作成しています。

また、ご利用者様の日々の様子も見ながらプ

ログラムを提案しています。

・今後もお子様の現状に合わせたプログラム

作成を行っていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
〇

・S.I.C.では個別支援を行うことで、集団適

応力を育んでいます。

・個別支援を行うことで、集団適応力を育ん

でいきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

〇

・就業開始前に朝礼を行い、支援内容の確認

や情報共有をして業務を開始しています。

・気付いた内容などを記録に残しています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
〇

・就業終了前に終礼を行い、その日に行われ

た支援を振り返り、問題点や改善点がないか

を報告をし、よりいい支援ができるように職

員全員で共有しています。

・支援の中で気になったことや、できごとを

細めに伝え合い、保護者様にお伝えすること

を共有し、継続した支援を行っていきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
〇

・支援実施後に支援経過記録を記入していま

す。支援経過記録は個別のファイルにまと

め、支援の向上資料として使用しています。

・ご利用者様ごとの個別ファイルおよびアプ

リ 上にて保存し、支援の向上のため活用して

います。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
〇

・半年に1回モニタリングを行い、放課後等デ

イサービス計画の見直しをしています。

・半年に１回必ずモニタリングを行っていき

ます。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
〇

・お子様の支援に組み込んで、支援を行って

います。

・野外、地域との連携については、学校との

連携や、地域との連携を保護者様とお子様の

意向を大切にして、行っていきたいと考えて

います。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。
〇

支援計画に沿ったプログラムを入れて、お子

様が選択できるようにしています。自己決定

できるまでの仮定を大切にして支援を行って

います。

・入社後の研修などで支援の基礎を学ぶ機会

があります。今後も研修の振り返りを行い、

支援の質の向上に努めていきます。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
〇

・児童発達支援管理責任者が出席していま

す。

・児童発達支援管理責任者が出席していきま

す。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
〇

・連携が必要になった場合、保護者様が希望

する場合や、ニーズに備えて、体制を整えて

おり、必要に応じて連携をしています。

・今後も必要に応じ、連携を行っていきま

す。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

〇

・送迎サービスを行っていませんが、保護者

様のニーズや必要に応じて連絡調整を行う体

制があります。

・ご利用者様からご希望があった際には、必

要に応じて連携をとっていきます。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
〇

・まだ前例がありませんが、保護者様のニー

ズがあるかなどを検討した上で、実施できる

体制があります。

・保護者様のニーズがある際は、実施してい

きます。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

〇
・まだ対象の利用者様がおらず、実績があり

ません。

・まだ対象の利用者様がいません。今後対象

になる利用者様がいれば情報提供を行いま

す。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
〇

・社内研修に参加しています。これからも職

員の質の向上に努めてまいります。

・今後も連携を密にし、支援の質の向上に努

めていきます。
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32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
〇

・まだ機会を設けられていません。 ・地域交流について、利用者様の地元のお祭

りを紹介していきたいと考えています。

・S.I.C.KIDSが毎年行っているファミフェス

は、障がいの有無に関わらずみんなで楽しめ

るイベントとして開催しています。こういっ

たイベントを利用することにより、ステップ

アップで地域行事にも参加ができるように

なってほしいという願いがあります。様々な

イベントを紹介し、活動ができたらと思いま

す。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 〇
・招集の都度、児童発達支援管理責任者が出

席しています。

・児童発達支援管理責任者が出席していきま

す。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
〇

・支援終了後に、指導員から支援内容やお子

様の様子等を保護者様にお伝えし、保護者様

からはご家庭や学校等での様子をお聞きし、

情報交換をしています。伺った内容は職員間

で共有しています。

・お子様の状況を伝える際は、分かりやすく

お伝えできるように常に改善していきます。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

〇
・保護者様が参加できる研修やイベントを公

式LINEやSNS等を使い情報提供を行っていま

す。

・アンケートを実施するなどし、保護者様の

ニーズを把握して行えるようにします。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
〇

・契約時に説明をさせていただいています。

日本語が分かりづらい方には翻訳ツール等を

使用し、分かりやすさを意識して行っていま

す。

・初めてご利用される方にも分かりやすいよ

うに、丁寧な説明をこれからも心掛けていき

ます。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 

〇

・モニタリングを通して、ご利用者様の意向

等を確認しております。いただいた情報は職

員間で共有し、個別支援計画やプログラムに

反映しています。

・今後も分かりやすい説明を意識し行ってい

きます。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
〇

・ご利用者様には放課後等デイサービス計画

についての説明を必ず行い、同意を得てから

利用を開始しています。

・今後も分かりやすい説明を意識し行ってい

きます。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
〇

・保護者様から相談があった際は、子育てサ

ポートや家族支援を行っています。相談内容

は職員間で共有しています。職員からも保護

者様へ積極的に声を掛け、情報交換を行って

いきます。

・声を掛けやすい環境設定や雰囲気づくりに

努めていきます。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

〇

・保護者様が集まる場として座談会を設けて

います。同じような内容だけではなく、様々

なイベントを企画し、交流できる場作りをし

ていきます。

・つながるコミュニティをつくっていきま

す。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

〇
・保護者様から相談があった際には、迅速に

対応しています。相談内容は職員間で共有し

ています。

・声を掛けやすい環境設定や雰囲気づくりに

努めていきます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

〇
・公式LINEやインスタグラム等のSNSで発信

しています。

・個人情報の保護に留意していきます。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇
・書類は鍵付きの書庫に保管しています。 ・施錠や整理整頓を徹底しております。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
〇

・文字だけで分かりづらい時は、絵カードや

写真を用いて行っています。

・それぞれの方に合わせた伝達方法を行って

いきます。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
〇

・今年、市のイベントである福祉まつりに参

加しました。今後も続けていきたいと考えて

います。

・今後も続けていきたいと考えています。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

〇
・各マニュアルを策定し、マニュアルに応じ

た動きを想定した訓練を行っています。

・各マニュアルを玄関に常設するなど、常に

確認できる場所に配置しています。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
〇

・業務継続計画を策定し、避難訓練や防災訓

練、引き渡し訓練を行っています。

・定期的に職員間で内容確認を行っており、

非常災害発生時に対応できるようにしていき

ます。
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48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
〇

・利用開始前にアセスメントを行い、現在の

服薬状況やてんかんの有無などを確認してい

ます。必要に応じて対応方法をご利用者様と

協議しています。

・薬の効用、予防接種等の基礎知識を身につ

けられるように研修、勉強をしています。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
〇

・食事提供は行っていませんが、保護者様へ

確認し、アセスメントシートの記載をしてい

ます。また、職員への周知を行っています。

・必要に応じ、医師の指示書をいただくよう

にしていきます。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
〇

・安全計画を作成し、職員間で研修や訓練を

行っています。また定期的に教具の点検を行

い、支援中に事故やケガがないように努めて

います。

・今後も必要に応じ、見直しを行っていきま

す。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
〇

・避難訓練や防災訓練、引き渡し訓練を行っ

ています。保護者様と連携を図って行ってい

ます。

・職員にも周知を行い、常に安全を意識し支

援に取り組んでいきます。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
〇

・ヒヤリハットが発生した場合は報告書にま

とめ職員間で共有し、安全対策に努めていま

す。

・職員間での共有を徹底しています。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
〇

・虐待防止研修を定期的に行い、研修記録を

残しています。虐待への知識を深め、未然に

防げるように努めてまいります。

・研修実施記録を残しています。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

〇

・契約時に保護者様に説明させていただいて

います。必要に応じて個別支援計画書に記載

し、保護者様に説明をした上でサインをいた

だいています。支援中に怪我に繋がる場合

等、身体拘束が発生した場合は保護者様にご

報告と記録を残しています。

・身体拘束適正化のための指針に基づき行動

しています。
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